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※『Andante：アンダンテ』とは 

音楽用語で「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味があります。他者に合わせるのでは

なく、「自分なりのペースで歩いていきましょう」という意味が込められています。北海道地域

自殺予防情報センターでは、皆さんと共に歩いていけるような「Andante」を配信していきたい

と考えています。 
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【１】北海道における自殺の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇平成 26年 3月末の自殺者数(暫定値)[警察庁発表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より平成 26年 3 月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

平成 25年 3 月の北海道の自殺者数は 104 人でした。また、全国の自殺者数は 2,273人、そのう

ち男性は 1,541人、女性は 732人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 平成 26年 3 月末と平成 26年 2月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

H26 年 3月＜北海道 104 人、全国 2,273人、全国(男性) 1,541人、全国(女性)  732 人＞ 

H26 年 2月＜北海道  92 人、全国 1,858人、全国(男性) 1,318人、全国(女性)  540 人＞ 

先  月  比＜北海道 +12人、全国 + 415人、全国(男性) + 223人、全国(女性) +192 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 



平成 26年 3 月の自殺者数は、前月比では北海道・全国・全国男性・全国女性の全てにおいて増

加しました。また、都道府県別では、自殺者数が増加したのは 42、減少したのは 5、変化なし

は 0でした。 

 

2. 平成 26年 3 月末と平成 25 年 3月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

H26 年 3月＜北海道 104 人、全国 2,273人、全国(男性) 1,541人、 全国(女性) 732 人＞ 

H25 年 3月＜北海道 114 人、全国 2,486人、全国(男性) 1,744人、 全国(女性) 742 人＞ 

前 年 比＜北海道 - 10人、全国 - 213人、全国(男性)  - 203人、全国(女性) - 10 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

前年同月比では、北海道・全国・全国男性・全国女性の全てにおいて減少しました。また、都

道府県別でみると、自殺者数が増加したのは 17、減少したのは 30、増減なしは 0でした。 

 

◇平成 25年 1月～12月の自殺者数（確定値）[警察庁発表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

Andante Vol.55で平成 25年 1 月～12 月の自殺者数（速報値）について記載しましたが、新たに

平成 25年の自殺者数（確定値）が警察庁より発表されましたのでご報告します。 

平成 25年の北海道の自殺者数は 1,246 人でした。また、全国の自殺者数は 27,283 人、その 

うち男性は 18,787人、女性は 8,496人でした。 

以下に、北海道と全国の年間自殺者数と北海道における月別自殺者数を示します。 

 

1. 平成 25年と平成 24 年の北海道と全国の年間自殺者数(単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 北海道 総数(全国) 男性(全国) 女性(全国) 

平成 25年 1,246 27,283 18,787 8,496 

平成 24年 1,296 27,858 19,273 8,585 

前 年 比 -50 -575 -486 -89 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

平成 25年の北海道の年間自殺者数は 1,246人で前年と比べて 50 人減少しました。全都道府 

県で北海道のみ、平成 21年から 5 年連続で年間の自殺者数が 50 人以上減少しています。全 

国の総数は前年比 575人減の 27,283 人で、2年連続で 3 万人を下回りました。全国の男性は 

18,787人、女性 8,496人でどちらも前年より減少しています。 

 

2. 平成 25年と平成 24 年の北海道における月別自殺者数(単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月 

平成 25年 97 87 114 96 126 108 118 113 99 108 99 81 

平成 24年 105 92 111 115 111 113 130 128 100 104 98 89 

前 年 比 -8 -5 +3 -19 +15 -5 -12 -15 -1 +4 +1 -8 



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

月別では、北海道の自殺者数が最も多かったのは 5月の 126人で、前年比 15 人の増でした。 

逆に、最も少なかったのは 12 月の 81人で、前年比 8人減でした。 

 

【２】自殺対策について知ろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇平成 25年度北海道自殺未遂者支援研修会◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

平成 26年 3 月 15日に自殺対策強化月間事業の一つとして、平成 25 年度北海道自殺未遂者支援

研修会が開催されました。4 回目となる今回は、教育関係機関での自殺対策の取り組みに焦点

をあて、教育関係者を中心に、保健所、市町村などの行政機関、警察、消防、医療関係者など、

自殺対策に関わる関係者それぞれが、若年層の現状・実態を理解し、若年世代の特性に応じた

取り組みの推進を目的としました。当日は全道各地から約 200 人の参加がありました。 

講師には北海道大学大学院保健科学研究院の傳田健三先生、北海道教育大学学校臨床心理学の

佐藤由佳利先生、室蘭工業大学保健管理センターの三浦淳先生をお招きしました。 

傳田先生は、基調講演『思春期・青年期の抑うつ傾向・自殺傾向の実態とその対処について』

として、現在減少傾向にある日本の自殺者数の中で若者の自殺率はむしろ増加していると指摘

し、国際的にも非常に深刻な状況にあると報告されました。 

また、自殺原因の一つであるうつが若年化しており、形態も従来の真面目で頑張り屋な人が発

症するメランコリー親和型から新型うつへと変化してきていると前置きし、他罰的で一見する

とただのわがままに見える新型うつについて、傳田先生は、「軽度のうつは性格の変化も伴うこ

とがあり、新型うつを性格の問題として捉えることにメリットはない」、「メランコリー親和型

うつ病の真面目で要領の悪い所や新型うつ病の強迫的でやや未熟・固執傾向がある所は軽度発

達障害の特徴でもあり、表現型が違うだけで 2 つは同じものかもしれない」と、うつと発達障

害の関係や新型うつの治療の必要性について言及されました。また、しばしば耳にする「今の

若者は弱くなったのか」という問題について、「若者が弱くなっているということではなく、今

までの年功序列や終身雇用によって守られていた社会的な保護機能が弱くなってきているので

はないか」と問題提起されました。 

さらに、傳田先生ご自身が行った北海道全域の小学生・中学生・高校生を対象にした抑うつ調

査において、一般市民と比較した結果、中学生・高校生の抑うつ傾向が強いことを挙げ、また

その特徴として、若者の自己評価の低さが顕著であったと報告されました。 

最後に、北海道大学で実際に行った自殺対策、及びその効果についての報告がなされた後、自

殺の希少地区を研究した岡檀さんの著書から自殺率の低い徳島県海部町を例にし、その理由と

して住民の「援助希求への抵抗感の低さ」と「自己効力感の高さ」を挙げました。傳田先生は、

援助希求は自殺対策の鍵であるとして、自殺防止活動でよく言われるコミュニティーの絆は強

すぎると弱みを見せられなくなると話し、「病、市に出せ」という諺にある様に、悩みを抱え込

まずに助けを求める事が問題の早期発見・早期対応につながるとお話されました。そして、自

己効力感とは、周囲で起きている事柄に対して、自分が何らかの働きがけできると信じる力と

し、海部町住人の自分に対する自己効力感の高さが自殺の少なさを表しているのではないかと、

自殺率低下につながる重要な可能性について示唆されました。 



佐藤由佳利先生には、小学校・中学校・高校でのスクールカウンセラーとしての体験、スクールカウン

セラーのスーパーバイザーとしての体験から『小中高での自殺予防の取り組みについて』お話い

ただきました。 

佐藤先生は、自殺予防について、全児童を対象とする自殺予防教育、ハイリスク群へのアプロ

ーチ、自殺未遂者・既遂者が出た際の学校・家族へのサポートという 3つの段階があると話し

ました。そして、ハイリスク群のピックアップ・アプローチにおいては教員からの生徒への気

付きが重要、大津市のいじめ自殺報告書や文部科学省の方針でもあるスクールカウンセラーの

外部性について、スクールカウンセラーと学校の先生達が完全に切れると相談ケースは 0になる、学

校が組織として動いていくことについて、皆がベクトルの違う方向を向いていると上手く機能しないと

話され、上手く連携していくためには皆がお互いの仕事について理解し尊重することが大事になる、

と多くの職種が共存する学校現場での連携の在り方について述べました。 

最後に、ある高校における“いのちの教育”、教員研修で行ったワールドカフェを一例に挙げ、学校

現場における“生と性”、“死”を扱うことの難しさ、繊細さについて触れた後、しばしばクライエントに尋

ねられる「何で人は生きていかなくちゃいけないんですか？」、「どうして人は死んじゃいけないんで

すか？」といった問いに答えられる先生になってほしいとメッセージを残しました。 

三浦淳先生には、室蘭工業大学保健管理センター准教授の立場から『室蘭工業大学における自

殺予防の取り組みについて』お話いただきました。 

講演では、室蘭工業大学に多くの相談体制があることをお話された後、体制作りだけではメン

タルヘルス対策、自殺対策には不十分だとし、現在室蘭工業大学で行われているメンタルヘル

ス不調者を早期に発見する取組みについてご説明いただきました。 

まず、三浦先生は、ご自身の面接での経験や『全国大学死亡実態調査』から学年が上がるごと

にメンタルヘルス不調になりやすい事を挙げ、大学生における就職や進学の失敗がメンタルヘ

ルスに大きな影響を与えることを示唆されました。そして、『全国大学死亡実態調査』の「保健管

理センターなど学生相談に来ていましたか」という設問において、保健管理センターなどに来ていた

学生がわずか 18%であることを示し、自殺予防のためには積極的に危険のある学生へのアウトリーチ

が必要であること、体制を作って学生から相談に来ることを待っているだけでは不十分であることを強

調されました。 

次に、大学生の自殺のリスク要因について、大学生の自殺に関しては自殺＝うつ病と考えると非常に

多くを見逃すとし、大学生の自殺に共通してみられる特徴について、お金の問題も絡む就職や進

学の失敗を要因の一つに挙げて、“絶望感”であると指摘しています。また、全国大学メンタ

ルヘルス研究会が大学生における自殺者のリスクをMa’s Salad（Mental, attempt, support, Sex, age, 

loss, alchol, drug）としていることを紹介されました。 

最後に、室蘭工業大学で実際に行っている啓蒙活動や新入生へのアンケートを元にした面談、授業

の欠席回数でリスクの高い学生を同定する授業欠席アラームシステムなど実際的な取組みについて

報告されました。その中でも、健康診断を行った際に DSM の診断基準を元に 2,000 人を面接し、そ

の結果2名しか新規カウンセリングに繋がらなかったことについて、「その後5名が別の理由で相談に

来てくれた、保健管理センターに相談に行く敷居を下げることに繋がった」という話を聞き、こういった

対策の地道な積み重ねが大切なのだなと非常に印象深く残りました。 

研修会後に回収したアンケートからは、3名の先生方に「時間が短く、もっと聞きたかった」や「とて

もわかりやすく勉強になりました」といった声が多く聴かれ、来場者の満足度も高く、講演の短さを



惜しむ声もありました。また、最近の話題である新型うつや教師の方々にとって身近な難しさのある

“いのちの教育”、“アウトリーチの必要性”などへの感想が多く、講演後の質疑応答においても話題と

され、来場者の興味・関心の高さが伺えました。 

最後の挨拶では、北海道精神保健福祉センター田辺等所長から 3名の先生方の講演についての

振り返りの後、今回研修会が行われた会場が第 1回目の自殺対策フォーラムと同じであったこ

とから、研修会の内容が、当時はフィンランドの自殺対策のお話を聞きこれからやりましょう

という研修会であったのが、8年を経て、道内の若者に対する具体的で実践的な内容へと移り、

非常に感銘深かったと、少しずつ自殺対策が進んできている現状について発言がありました。 

 

【３】お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で受け付けています。 

月曜から金曜日                 9:00～21:00 

土曜日曜祝日（12月 29日～1月 3日を除く）   10:00～16:00 

Tel：0570-064-556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりづらい状態になりますがご了承ください。 

 

◇ HP・携帯版HP をご覧ください 

北海道地域自殺予防情報センターの HP を開設しています。最新の北海道の状況を掲載してお

り、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。 

パソコンHP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm 

 

また、携帯電話で見ることができる携帯版 HP も開設しています。警察庁および北海道警察か

ら公表された統計資料をもとに、北海道における自殺の状況を掲載しています。こちらも併せ

てご覧ください。 

携帯HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm 

 

【４】編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

少しずつ暖かくなり、外を見渡すとちらほらと花が芽吹き始め、長かった北海道の冬が終わり

春の到来を感じさせられます。 

新年度は人事異動など慌ただしい時期ですが、皆様はいかがお過ごしでしょうか。私達、

Andante 編集メンバーにも変更がありました。心機一転、これからも皆様のお役に立てる情報

を配信していけるよう努力していきたいと思います。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号Vol.59 は、2014年 5月末に配信予定です。 

 

                                                    ＊お問い合わせ先＊ 

                                          北海道立精神保健福祉センター 

                                     札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

                                                       Tel 011-864-7121 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm


                                                       Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail  hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/

